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本日は､ 日中韓シンポジウム ｢東アジア地域

連携―身近な共通リスクとその対応｣ にお招き

頂き､ 誠に嬉しく思っております｡

いま��樹のぶ子先生のご講演を拝聴いたしま

して､ 大変感動いたしました｡ 長年､ アジアの

ことに関心をもってきましたが､ 日本とアジア

との関係で一番欠けているのが実はこの文学交

流であり､ 文学面でのアジア諸国との関係が非

常に薄いというふうに常々感じておりました｡

それで､ ��樹さんが九州大学の特任教授として

ご活動を始められたとき､ ｢これこそ一番待っ

ていたことだ｣ と思って､ 非常に興味深くその

成果を拝見していましたので､ 今日､ お話を改

めて聞きまして､ 感動いたしました｡

��樹先生は ���プロジェクトで８カ国に行

かれたということですけれども､ すでに文芸雑

誌などにいろいろなインタビューで話され､ ま

た､ 各地の小説家の作品を紹介されております｡

それらを拝見しておりまして､ やはり文学とか､

人間の精神とか､ 心とか､ そういう問題が深く

追究されないと､ なかなかアジア諸国との関係

は深くなってゆかないと感じます｡ 九州大学が

��樹のぶ子先生のような方をお迎えして､ アジ

ア研究の一環として､ 創作活動や文学交流活動

を支援されているのは大変うれしく､ 大事なこ

とだと､ 改めて感じる次第でございます｡

先々週､ 大阪のインド総領事館のヴィカス・

スワルプさんという総領事の方と対談をしまし

た｡ 今年の３月､ ｢スラムドッグ・ミリオネア｣

というインドを舞台にしたイギリス映画がハリ

ウッドのアカデミー賞８部門で受賞をして､ 大

変話題になりましたが､ スワルプさんはその原

作を書いた方です｡ 原作は､ 日本では 『ぼくと

１ルピーの神様』 というタイトルで､ 翻訳がす

でに講談社の文庫で出ておりますが､ 大変面白

い小説です｡ 原作そのものは41カ国で訳されて

いますが､ それをイギリス人の監督が読んで感

動して､ 映画化して大当たりしました｡ 日本で

もまだまだ上映されていると思います｡ この方

は生粋の外交官の方ですが､ そういう小説をお

書きになって､ 第２作もすでに発表されている

ということです｡ そういう方が日本に総領事と

していらっしゃるので､ 本当はこういうところ

にお呼びして､ お話を聞いたら面白いかなと思

います｡

外交官で小説家､ しかも世界的なベストセラー

となるような作品を書く文学者は､ ままおりま

す｡ オクタビオ・パスというノーベル賞を受賞

したメキシコの詩人は駐インド大使をしており

ましたし､ 戦前のポール・クローデルは今でも

フランスでは最高の詩人の一人ですが､ 駐日本

大使をしていたことがあります｡ インドの総領

事として外交官でありながら､ 文学者の方がい

らっしゃるので､ こういう方も活用されたら興

味深いことと思います｡

前置きは別といたしまして､ 最初の坪田先生

のお話にもありましたけれども､ ｢東アジア共

同体｣ ということが急に新政権の中で言われて

おります｡ ４､ ５年前までは､ 東アジア共同体

については､ 日本でもかなり議論されておりま

して､ もともとは1980年代からマレーシアのマ

ハティール首相などが提案してきて､ それが紆
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余曲折を経て､ 2000年になってからだいぶ日本

でも議論がされて､ ｢東アジア・サミット｣ の

会議もできましたけれども､ どういうわけか､

この数年はほとんど言われなくなっていました｡

私は2006年に早稲田大学アジア研究機構の客

員教授をしていたとき､ 早稲田のアジア研究の

先生方が総結集して､ 岩波書店から４巻本の

｢東アジア共同体｣ に関する研究書を出しまし

た｡ そのころは非常に論じられていたのに､ こ

の数年は話題にならなくなったと思ったら､ 今

度は新政権が ｢東アジア共同体｣ を中心的な政

策課題としました｡ 以前も言ったことですけれ

ども､ ｢東アジア共同体｣ 議論に大きく欠けて

いることは､ 今度の鳩山首相も共通通貨をつく

るとか､ 経済交流を中心にしようということが､

まず何といっても議論の始めにあるわけですが､

文化とか言語とか､ そういう問題についてはほ

とんど話題が出てまいりません｡

新聞の報道によると､ 先日､ 鳩山首相が中国

でお話になったときは学術交流もしようとおっ

しゃったらしいのですが､ ただ全体的に文化や

学術に関する議論が東アジア共同体議論には欠

けているので､ これはかねてよりおかしいと思っ

ております｡ 例えば､ 東アジア・サミットとか､

東アジアの首脳会議､ あるいは閣僚会議と､ い

ろいろなことが行われますけれども､ そのとき

の言語をどうするかです｡ 基本的に英語を使っ

ていて､ それが翻訳されたり､ あるいは日本語

を英語にしたりしてやっているわけでありまし

て､ これは中国語とか韓国語とか日本語とか､

歴史のある言語を持っている地域としてはおか

しいと思います｡ 英語を中心にしているフィリ

ピンやシンガポールもありますが､ やはりアジ

アの言語というものをもっと大切にしないと､

東アジア共同体の議論も進んでいかないと私は

思いますが､ そういう公用語の問題というか､

共通言語をどうするかということがあります｡

よく引き合いに出されるのが､ �� (欧州連

合)､ ヨーロッパ連合ですけれども､ ヨーロッ

パ連合は当初から文化交流に対して大変大きな

関心を寄せていて､ まず文化交流をきちんとし

ないと､ 経済共同体もあるいは連合体もできな

いという認識を持っていて､ 留学生計画､ 例え

ば ｢エラスムス計画｣ みたいなものを発足させ

ていますし､ ｢ヨーロッパ大学｣ をつくったり､

また何といっても莫大な予算をかなり早くから､

翻訳に使っているわけです｡

例えば､ ストラスブルグのＥＵ議会をお訪ね

になったらわかりますけれども､ あそこは現在､

27カ国が加盟して､ 25ぐらいの言語の同時通訳

をやっています｡ 聞いたら１カ国について60人

の通訳がいると言っていました｡ 公文書も全部､

各国言語に翻訳されておりますから､ 各国の首

脳､ あるいは議会に参加する人は自分の言語で

話をして､ それが25の言語に通訳され､ また翻

訳されるということです｡ 文化に対して莫大な

予算を使っているわけです｡

例えば､ 私がいま共同研究のプロジェクトを

つくろうと思っているテーマの一つに､ ｢ヨー

ロッパ文化首都制度｣ の研究というものがあり

ます｡ これは1987年に､ 当時のアテネのギリシャ

の文化大臣だったメリナ・メルクーリが始めた

ものですが､ 今や完全に定着していて､ 文化に

よる都市づくり､ あるいは地域づくりにある程

度､ 成功しています｡ 文化によって都市づくり

を積極的に行っている都市を､ ヨーロッパ連合

が毎年選んで､ そこに文化的なイベントを集中

させることによって､ ヨーロッパの域内の文化

交流と域外に対する文化発信をしようという制

度です｡ これは大変重要な制度で､ 私は実態調

査をきちんとしたいと思っています｡ 今後の日

本とアジアの都市のあり方を具体的に考えてゆ

く上でも大いに参考になると思うわけです｡

文化庁にいたとき､ ｢文化芸術創造都市表彰｣

というものを創りました｡ これは､ 国内で文化

によって都市の活性化､ あるいは再生をある程

度､ 成功させた都市を選びまして､ 長官表彰を

させて頂きました｡ 金沢､ 横浜など､ いろいろ

な都市が表彰されましたが､ そういうことを行

いますと､ 予想以上に各自治体の関係者が喜ば

れ､ また市民も歓迎してくれました｡ 私どもは

表彰状と盾を差し上げただけですが､ やはり国

が率先して顕彰するということの効果が非常に

大きかったと思っています｡

当然､ これから ｢東アジア共同体｣ 作りをも

しやっていくならば､ こういう文化交流のアジ

ア拠点都市みたいなものをつくっていかなくて

はいけないと思いますし､ その点で日本の文化

芸術創造都市表彰のようなものをアジアに広げ

ていって､ アジアの中で毎年幾つかの文化創造
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に傑出した都市を選んでいくようなこともして

いければ､ 素晴しい文化交流になるのではない

かと思っています｡

そういう点で､ ｢東アジア共同体｣ 議論が復

活してきたこと自体は大変重要だし､ 私もいろ

いろな面でそれに対して専門的な協力もしてま

いりたいと思っております｡ ただ､ 一番重要な

のは､ これだけ言語が違って､ 文化が違って､

宗教が違うところで､ 文化交流とか相互理解と

いうものを基礎に置かないで ｢共同体｣ なんて

できるわけないし､ それから､ 単に政治的な共

同体の場合であってもご存じのように日中韓だ

けでも大変な政治制度と国家の仕組みの違いが

あるわけです｡ また､ 経済といっても､ 経済は

浮き沈みが大変大きいですから､ 景気がいいと

きはみんなでやろうと言いますが､ どこかが一

人勝ちしたら逆に分裂的にもなりますから､ 経

済交流だけではやっていけない｡ ですから､ 東

アジアの共通の言語をどうするか､ あるいは文

化交流をどう進めるか､ そして相互理解をどう

発展させるのかということが､ 先ずもって大き

な政策課題にならなくてはならないと思います｡

��樹先生の行われているような文学交流を通

して､ 初めて日本のアジア関係の基礎が出来て

くるのではないかというようなお話を少ししま

したが､ 確かに社会科学的なデータだけではだ

めなんです｡ アジアの人間像が､ 文学作品とし

て結晶されて､ それを��樹さんみたいな､ 第一

流の日本の作家が媒介するという､ これこそ待

ちに待った大きな相互理解の基礎づくりの活動

だと､ 私はかねてより大変､ 注目をさせて頂い

ているわけです｡

次に申し上げたいことは､ 21世紀になってか

らアジアの文化交流というのは大変目ざましく

行われるようになったということです｡ 特にこ

の数年､ 中国や韓国が ｢ソフトパワー｣ をどう

活用するかということに対して､ 大きな関心を

払い始めました｡ 例えば､ 1990年代初めに､

｢ソフトパワー｣ の重要性を言い出したハーバー

ド大学のジョセフ・ナイ教授をここ数年､ 中国

や韓国が招くとか招いたといった話をよく聞き

ました｡ 中国は､ 孔子学院など､ これまでの中

国の歴史に見られなかったような中国文化や言

語の普及活動のための対外文化機関を作るよう

になりましたし､ 韓国は世界中で韓国文化をい

ろいろな形で普及させようと努力しております｡

｢ソフトパワー｣ という議論は私どもも10年

ぐらい前から始めていますが､ 日本ではなかな

かそういうものに政府も民間も本格的に取り組

むような形にありません｡ いつの間にか､ 東ア

ジアの他の国､ シンガポールなどでも積極的に

行うようになっているのです｡

例えば､ アメリカもオバマ政権になって､

｢ソフトパワー｣ とか ｢スマートパワー｣ とか

言い始めましたけれども､ これは本気だとある

程度思ったのは､ このあいだヒラリー・クリン

トン国務長官が日本にいらした時にまず明治神

宮に参拝されました｡ しかも､ 単に見学に行っ

ただけではなくて､ お祓いを神官から受けられ､

お神酒をちゃんとい頂いて飲まれました｡ 日本

人の神道の信仰的な行動をアメリカの国務長官

が行ったわけです｡ これは､ 日本人にはごく自

然な宗教的行為ですが､ これがイスラム教やキ

リスト教､ あるいは仏教やヒンズー教の行為で

あれば､ アメリカで国内的にも国際的にも大問

題になったかとも思うのです｡

しかし､ 彼女は日本文化への敬意を払いたい

ので､ 参拝に来たということを言っていました

が､ 敬意を払うために神社へ行くというのは非

常に象徴的なんですね｡ 日本文化を理解する行

為だということで､ 誰かアドバイザーが入れ知

恵をしたと思いますけれども､ そういうことを

実際に行為で示すということは容易にはできま

せん｡ 大学などを訪問されて講演することはで

きますが､ 明治神宮に行かれたことには驚かさ

れました｡ そこまでやるかというか､ オバマ政

権の ｢ソフトパワー｣ 議論は本気だということ

を示されたと思います｡ オバマ大統領のノーベ

ル平和賞受賞がいいかどうかという話よりも､

国際政治における文化外交重視の雰囲気づくり

みたいなものが ｢ソフトパワー｣ の表現として

出てくるということは大事だと思いますし､ 本

来､ 日中韓においては､ ますますそういうこと

が行われなくてはならないと思いますが､ なか

なかそこまでは及んでおりません｡

文化交流が盛んだと言いましたけれども､ 注

目すべきことに､ 東アジアにおける大学や学術

機関の大変大きな発展という現象がいまありま

す｡ 特に韓国､ 中国において大学が大変大きな

存在になって､ 中国政府も韓国政府も大学の地
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位向上に注意を払うようになりました｡ これは

賛否両論があると思いますが､ ｢ロンドン・タ

イムズ｣ が毎年11月頃に ｢世界大学200傑｣ を

選んで発表しております｡ 今年も最近､ 発表が

ありました｡ その論評に東アジアの大学が非常

に台頭しているというコメントがありました｡

トップ200の大学の中に日本11､ 中国６､ 香

港５､ 韓国４､ インド２､ シンガポール２と､

大体30の大学が入っております｡ ただ､ 最初の

トップ20にはアジアの大学はどこも入っていま

せん｡ 太平洋地域でオーストラリア国立大学が

入っておりますが､ トップはハーバード大学､

２位がケンブリッジ大学とか､ ほとんどが英米

の大学です｡ ヨーロッパの大学もイギリスは入っ

ていますが､ 大陸の方はスイス工科大学が入っ

ているだけです｡ ですから､ これは英語圏中心

の議論だというような評もありますが､ この大

学ランキングはアジアのどこへ行っても大学関

係者はみんな注目しています｡

2006年ですか､ ある日本の大学の人たちと一

緒に韓国の高麗大学に行ってシンポジウムを行

いましたら､ そのときにこのランキングが発表

されて､ 実はその時､ その日本の大学よりも高

麗大学の方が順位が上だったんです｡ 高麗大学

の人たちがそれを知って､ 胸を張っていました｡

日本ではあまり情報として尊重されていないよ

うですが､ アジアに行けばどこでもそうで､ こ

れまでその日本の大学の方がいろいろな面で

｢姉妹｣ の ｢姉｣ の方だったのが､ そのときは

逆転するような感じがありました｡ 大学主催の

｢世界碩学講演｣ というのが行われ､ 碩学かど

うかわかりませんが､ その年は私が選ばれて記

念講演をしました｡ 最初に､ もう高麗大学のほ

うが今年は上になったと言いましたが､ そうい

うようなことが起こるのが現代で､ グローバリ

ゼーションの一つの側面だと思います｡ こうい

うランク付けに一喜一憂しないというのも一つ

の立場ですが､ 現代にあって世界はこのような

ランク付けを活用し､ 各地の大学を評価する基

準の一つにもしているんです｡

もちろん九州大学は ｢200傑｣ に入っており

ますけれども､ トップ20にはアジアの大学は入っ

ていません｡ 数年前は北京大学､ 東京大学､ シ

ンガポール大学が入っていましたが､ 今回は入っ

ておりません｡ どうして入らなかったかはいろ

いろな議論があると思いますが､ 企業にも格付

けがあります｡ 大学についてもそういうことが

行われる時代になってきましたので､ これを全

体的な基準として使うというのではなくて､ た

だ､ こういう評価によって大学そのものが､ い

ろいろな形で世界の基準に合わせて自分たちを

発展させていくことが求められているというこ

とでしょう｡

特に､ アジアの大学はこういうランク付けに

よって非常に大きな力づけをもらっていて､ 北

京大学なんかは14位ぐらいに入ったことがあり

ますが､ こういうのを見ると､ 中国政府も本気

になって大学を良くしようという風になってく

るでしょう｡ 最近では北京大学は政府から大変

大きな予算をもらっていますし､ 張り切って大

学づくりに励んでいる気がします｡

また､ 今回のシンポジウムにいらした先生の

属する中国社会科学院のように､ 中国にはシン

クタンク活動と大学院教育を合わせて行ってい

る研究機関があり､ その位置づけも国務院直属

ですから､ 大変大きなパワーがあって､ 4�000

人ぐらいの研究者が所属して研究をしているん

です｡ 私はここの ｢名誉教授｣ の称号をいただ

いたりして非常に親しいのですが､ こういう研

究機関も組織も日本にありません｡ 中国社会科

学院の原型はモスクワのソビエト・アカデミー

だそうですけれども､ フランスには ｢ＣＮＲＳ｣､

中央研究センターというものがあります｡ 巨大

な研究機関で､ そこに属しながら教えたり､ 研

究しています｡ 日本にはこういうものはないの

で､ 私は九大がアジア関係で中国の社会科学院

みたいな役割を担ってゆくような面も発展させ

て下さると､ 日本とアジア全体の学術研究教育

の発展にとって大きな役割を果たすことができ

るかと期待しているのです｡

文化交流ということが重要だと申し上げまし

たけれども､ 実は､ 2007年の９月に中国の文化

大臣(文化部部長)の提唱によって､ 初めて日中

韓の ｢文化大臣フォーラム｣ ができまして､ 日

本からは私が長官として出ました｡ 中国には文

化部があって､ 文化部長がいます｡ 日本でいえ

ば ｢文化省｣､ それから ｢文化大臣｣ というこ

とです｡ 韓国は文化観光スポーツ庁というもの

がありますが､ これも日本でいえば文化観光ス

ポーツ省で､ しかもその長官は大臣です｡ 日本
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の文化庁というのは文部科学省の外郭ですけれ

ども､ この長は公務員のポストなわけで､ 日中

韓が顔を合わせると､ その地位においては見劣

りがするわけです｡ ただ､ 学者が文化庁長官を

やっていて面白いということもあってか､ いろ

いろと歓迎はされました｡ 一言で言うと､ 公表

されていませんが､ 中国文化部も巨大な予算を

持っていて､ おそらく日本の３倍くらい持って

いると思います｡

韓国の文化観光スポーツ庁 (省) は､ 公表さ

れているところで年間1�700億円ぐらい｡ しか

も観光・スポーツも入っていますが､ ｢文化財

庁｣ というのが別にあり､ 文化遺産､ 文化財に

ついて面倒を見る役所は別にあるんです｡ 純粋

に文化､ 観光､ スポーツ関係の省庁で､ しかも

1�700億円ぐらいの予算を持っています｡ 日本

の文化庁の予算というのは1�000億円ちょっと

で､ 700億円ぐらいの差があります｡ フランス

は5�000億円以上､ イギリスも4�000億円ぐらい､

ドイツもそれくらいです｡ 日本とは予算面で比

べものにならないです｡

それに日本の文化庁は文化財の面倒も見なく

てはならない｡ 文化財の修復とか修理とか保存

というのは非常にお金がかかるんです｡ だいた

い総予算1�000億円のうちの60％ぐらいは文化

財の手当てに向けられますから､ 残りの400億

円足らずが現代文化､ あるいは文化振興に向け

られることになります｡

韓国はお話したとおりですし､ 中国には ｢文

物局｣ というのが別にあって､ 莫大なお金がか

かる文化財はそこでやっています｡ 日本は一緒

になっているんです｡ ですから､ 実質的にはこ

の二つの国の政策と比べてもかなり見劣りがす

ることは否めません｡ 今の韓国や中国の文化に

かける情熱というか､ 少なくとも政府がかける

情熱は､ 予算などのいろいろな活動ぶりからも

見られるわけです｡ 中国の文化部は､ 対外文化

機関の管轄もしていますから､ 日本でいえば文

化庁の活動の中に国際交流基金も管轄に入るこ

とになります｡

私の個人的な意見で言えば､ 文化庁プラス､

昨年､ 国交省にできた観光庁､ それから国際交

流基金､ この三つを一つの省庁にすれば､ すば

らしい活動ができると思います｡ 現実には国際

交流基金は外務省管轄下ですから､ 外務省が手

放すわけがないでしょうし､ 観光庁は国交省で

すから､ これまた全然違う｡ 業務提携みたいな

ことはある程度しますけれども､ 永遠に一緒に

は交わらないのではないでしょうか｡ 将来の日

本の文化振興と国際的な文化協力､ また観光振

興に不安を抱かせます｡

いま申し上げましたように､ 2007年９月に中

国南部の南通市 (江蘇省) というところで､ 第

１回の日中韓文化大臣会議が行われ､ 三国間で

積極的な文化交流を推進するということが合意

されました｡ これは ｢南通宣言｣ としてホーム

ページにも出ていると思います｡ その内容とい

うのは､ 通り一遍といえば通り一遍なんですが､

われわれ日本､ 中国及び韓国の文化大臣は､ 中

国：南通に集い､ 日中韓文化大臣フォーラムを

開催し､ ３カ国の文化発展と協力について建設

的な討議を行ったということが前置きにありま

して､ 日中韓３カ国は本地域において重要な役

割を担っている国家である｡ そして､ ３カ国が

歴史上創造した文化の伝統は､ ３カ国国民の貴

重な思想上の財産及び精神の故郷となり､ アジ

アないし世界中の文化の発展のためにすぐれた

貢献をしてきた｡ 現在の世界においては､ 文化

は日増しに異なる国の人々の心を通い合わせ､

他に取ってかわることのできない絆と架け橋に

なっている｡ 日中韓３カ国が文化交流と協力を

さらに一歩推し進めるため､ 以下の共通認識に

達したといって､ ６点を挙げています｡

最初は世界の文化の多様性を尊重し､ ３カ国

の優れた文化伝統を保護し､ 発展させるために

絶え間なく努力をするということです｡ ２番目

は､ 対話と協力の精神ということを言っており

ます｡

４番目に､ 文化と学術交流分野をはじめとす

る様々な分野で協力を展開し､ 文化遺産の保護

と継承にともに努力するということでありまし

て､ こういうことを６点ほど言っております｡

東アジアの日中韓３国が対等な立場で文化交流

を推進するということを政府の共同宣言文とし

て出したのは､ 東アジアの長い歴史において初

めてで､ 全く画期的な出来事であると思います｡

条約でなくて宣言ですから拘束力はないです

が､ こういうことを中国や韓国や日本が言い出

して､ まず､ 政府が了承してつくるということ

は､ 何といってもここの地域における国家の役

第４回 日中韓シンポジウム 東アジア地域連携：身近な共通リスクとその対応

九州大学アジア総合政策センター【紀要】第５号 21



割､ あるいは政府の役割の大きさということを

考えますと､ 非常に画期的であり､ 重要だと思

います｡

しかも､ 東アジアの文化交流というのは､ 基

本的にはこれまでは儒教文化圏とか､ 漢字文化

圏と言われましたように､ 中国の文明を母体に

して､ 交流といっても､ 中国から日本や韓国に

一方的に文化､ 文明が来たというのが一つの考

え方でありまして､ 中国が対等な立場で文化交

流をしようと言い出したことも画期的なことだ

と思います｡

実際､ そのときは南通市で中国政府が主催し

ているアジア芸術祭が行われました｡ このとき

は日中韓の芸術に絞って行われ､ 日本からも谷

村新司さん､ 浜崎あゆみさんら､ いろいろな方

が歌ったり､ パフォーマンスをされ､ 絶賛を浴

びました｡ 台湾の歌手の方も出てきて､ 文化交

流としては台湾と中国本土は全く関係なくやっ

ているというお話で､ 台湾の一番人気の歌手が

歌って､ 大喝采を浴びておりました｡

そういうことが現実に宣言を行った後で行わ

れましたが､ ちょっと面白いことがありました｡

その宣言文が昼頃にできて､ 日中韓の大臣(長

官)の３人で署名をしました｡ その後､ 午後３

時から式典を行いたいということで､ 南通市郊

外に中国で一番いい植物園があるので､ その中

でやろうということになり､ そこの特設舞台の

ような所でセレモニーが行われました｡ この植

物園の一画に大きな石碑が建てられ､ そこに日

中韓の文化大臣フォーラムの ｢南通宣言｣ とい

う､ 先ほど読み上げたような文章が中国語､ 韓

国語､ 日本語で刻まれています｡ その下に私を

含め３カ国の文化関係大臣の署名も刻まれてい

ます｡

また､ その前に３本の梅の木を１本ずつ植樹

しようというので､ 私も初めて植樹をしました｡

皇太子殿下や天皇陛下が行われているのは､ テ

レビなどで見たことがあるんですが､ 自分がこ

んなことをやるとは思ったことがなかったのに､

植樹をして､ それで ｢南通宣言｣ の全会議が終

わりました｡

2008年の12月には同じ日中韓文化大臣フォー

ラムが韓国の済州島で行われまして､ 同じよう

な宣言文を出しました｡ それは ｢南通宣言｣ を

踏襲するということで､ 特に新しい表現自体は

ありませんでしたが､ ｢チェジュ(済州)宣言｣

というのを出しました｡ 済州島に大きな国際会

議場があって､ その前の庭園に巨大な三つの石

碑が造られておりました｡ そこに日中韓３カ国

語の宣言文が彫られ､ 私どもの署名もあって､

今度は１本の木を３人の大臣(長官)で植樹しま

した｡

2010年は日本で開催することになっているん

ですが､ 日本でこういう植樹とか､ 石碑を建て

るとか､ まず不可能だと思います｡ 中国政府も

韓国政府もえらく情熱を持ってこういう宣言文

をつくるし､ 文化交流のための日中韓の文化大

臣会議を重視しています｡ 南通市までは上海空

港から長江を渡ってだいたい４時間半ぐらいか

かりましが､ 空港からはパトカー先導でずっと

行くわけです｡ そんなことはとても日本ではで

きない｡ 首脳会議ではできるかもしれないけれ

ども､ 日本ではよほどのことがないかぎり､ そ

ういうことは出来ないでしょう｡

しかし､ そういうところを見ますと､ 中国と

韓国も大きな情熱を持って文化交流を今進めよ

うとしている｡ 何といっても､ 中国も韓国も政

府の力が非常に強いので､ そういう点では､ 政

府のお墨つきでやることは､ 日本ではいろいろ

と批判されるかもしれませんが､ 実は非常に重

要であります｡ 東アジアにおける自由な文化交

流のための環境づくりという点では､ こういう

宣言を出すことは大きな意味があると思ってお

ります｡

残念なことに､ 日本ではほとんど関心がない

のです｡ 私もいくつか新聞に書いたりしました

が､ 何の反響もなくて､ 日本の文化庁も政府も

こういうことをやることにあまり関心を持たな

いのですが､ 歴史的に画期的な出来事であるこ

とは現実なんです｡ 日本が文化交流の重要性を

いまいち認識していないというのは､ 予算だけ

ではなくて､ そういうことに対する反響にも表

れています｡ しかし､ 実際には九州大学のこの

シンポジウムも含めまして､ いろいろな形で日

本で東アジアの学術文化交流をめぐるシンポジ

ウムその他が行われています｡ 私が思いますに

は､ 今のような時期において､ 学術文化の交流

というのが日中韓の関係の基礎づくりや相互理

解に非常に大きな役割を果たしますし､ 今や韓

国の大学も中国の大学も大変レベルが上がって
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きています｡ 香港中文大学の総長をされていた

カオ博士が今年のノーベル物理学賞を受賞され

ましたが､ こういう方も出てきましたし､ 学術

文化交流の機運が３国において非常に満ちてき

たという感じがいたします｡

こういうときに必要なのは何かといいますと､

何といっても九州大学のような大きな大学がイ

ニシアチブをとって､ まず､ 東アジアで中核と

なるような学術文化交流拠点をつくることです｡

いま､ 東アジア､ 日中韓３国の相互理解を促進

させるための中心拠点となるような学術文化交

流機関がありません｡ これをこういう機会に皆

様に考えていただいて､ ぜひこの九州大学に創っ

て頂きたい｡

九州大学はロケーションとしても一番これに

向いていると思います｡ 福岡市は ｢アジア拠点

都市｣ ということを前から宣言していて､ 私も

以前､ 何回も講演やシンポジウム参加に来たこ

とがありますが､ 今度は東アジアにおけるハブ

大学として､ 東アジア文化交流､ 学術文化交流

の中心拠点大学として､ 九州大学が ｢アジア総

合政策センター｣ のいろいろな行事の蓄積をバッ

クに作って頂きたいと思います｡

本日ご参席の水田 (��代) 九大副学長 (理事)

は､ 医学部の教授で大変高名な方ですが､ この

面でも水田先生には頑張って頂きたいと心から

願うものです｡ 私は阪大の教授を長くやってい

ましたが､ 九大も阪大も理科系偏重の傾向が強

いです｡ しかし､ 21世紀は文理融合の時代､ そ

れがまず重要です｡ その上で世界に冠たる東ア

ジア学術文化拠点をつくって頂きたい｡

もう少しだけ話をさせて頂きます｡ 先ほど

｢ロンドン・タイムズ｣ のことを紹介いたしま

したが､ いま世界には二つの大きな学術文化拠

点がありまして､ 一つはアメリカです｡ これは

独り勝ちといってもよいほどの地位を誇ってい

ます｡ アメリカは軍事力のスーパーパワーでも

ありますが､ 本当は学術・文化の世界最大の拠

点であることの方が重要だと思います｡ 今のと

ころ､ どこの追従も容易には許さない｡ 軍事力

や経済力､ そんなものはいつか中国やブラジル

が上になるかもしれないけれども､ 学術拠点と

しては､ あらゆる世界の人がやっぱりアメリカ

の大学に行きたいと思っているわけですし､ ア

メリカの学者が実際に中心的な役割を果たして

います｡ それから､ ランキングではそれほど出

てきませんけれども､ ヨーロッパ大陸ですね｡

ヨーロッパ連合はやっぱり学術拠点としての歴

史があって､ 現在でもケンブリッジ大学などの

英語圏の大学だけではなくて､ フランスやドイ

ツの大学も頑張っております｡

第３の拠点として､ 私は東アジアがあると思

うのです｡ 拠点が一つだけになって､ アメリカ

一極集中なんていうのは学術・文化の発展にとっ

ても不健全ですから｡ 近代においてはヨーロッ

パが中心でした｡ これがアメリカに移って､ 今

度は東アジアがいま経済力も非常に力をつけて

きたし､ 政治的にもようやく対話が始まってき

た｡ ここに世界３大拠点の一つを創ろうという

方向に向かって､ こういうシンポジウムを行っ

たり､ いろいろな大学が学術研究活動をする時

期にきているのではないかということを､ 今日

は九大の理事の方も来ていらっしゃいますので､

その前で改めて提案させていただきます｡

どうも皆さん､ ありがとうございました｡
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